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トップインタビュー

　当社グループが事業を展開しております遊技業界は、
娯楽の多様化等によりパチンコ参加人口が減少するなか、
新たな遊技機規制と高射幸性機種の撤去問題に直面して
おります。また、ＩＲ法案の可決による当業界への規制等
の影響も懸念されるところです。このように、パチンコホー

ルの経営環境は、これまでに経験したことがないほどの厳
しい状況に置かれていますが、遊技参加人口約1,000万
人、市場規模約20兆円（ともにレジャー白書）、雇用者数
約30万人（総務省経済センサス基礎調査）と、遊技産業
は日本の産業のなかでも大きな規模を有する産業ですの
で、このまま終わるはずはありません。日本遊技機工業組
合を中心に検討が進められている「管理遊技機構想」な
ど新たなスキームで必ず再生していくと信じています。

株主の皆様におかれましては、
ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに平成29年3月期についてご報告申し上げます。

ローコスト･オペレーションに対応し、
グループの活力を蘇らせてまいります。

市場環境について
説明してください。Q1

代表取締役会長兼社長
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連結決算ハイライト

　売上高については、20,405百万円と前期比14.6％減と
なりました。パチンコホールの新規出店やリニューアルを
含めた設備投資が極めて低調であったことから、機器販売
台数は、前年同期比で大きく減少いたしました。また、パ
チンコホールの閉店・廃業等による市場規模の縮小、カー
ド利用額の減少により、システム使用料収入、カード収入
高についても前年同期を下回る結果となりました。
　利益面については、過度な価格競争による赤字販売を
抑制し利益確保に努めるとともに、全社員に採算意識を浸
透させ、販管費等の徹底した予実損益管理を実施いたし
ました。また、開発項目の絞込みや開発体制の一部見直
し等により研究開発費を削減いたしました。さらに、経営
効率化を図るために構造改革に取り組みました。
　その結果、営業利益は1,919百万円（前期は1,440百
万円の営業損失）、経常利益は1,945百万円（前期は
1,383百万円の経常損失）と各利益は前期より大幅に改
善いたしました。

　平成29年3月期は、赤字体質脱却及び市場の縮小局面
にあっても着実に収益を確保できるよう経営基盤を再構築
することが課題となっていました。第一弾として昨年12月
に業務効率化及びコスト削減を図るため、グループ3社の
本店所在地を東京都台東区に集約いたしました。さらに、

構造改革の具体的な内容を
説明してください。Q3

売上高

29年
3月期

単位：百万円

28年
3月期

27年
3月期

26年
3月期

25年
3月期

39,545

20,40523,885
34,192

25,741

経常利益 単位：百万円

29年
3月期

28年
3月期

27年
3月期

26年
3月期

25年
3月期

2,692
1,945

△1,383

836
1,849

営業利益 単位：百万円

29年
3月期

28年
3月期

27年
3月期

26年
3月期

25年
3月期

2,668
1,919

△1,440

1,764
816

親会社株主に帰属する当期純利益 単位：百万円

29年
3月期

28年
3月期

27年
3月期

26年
3月期

25年
3月期

1,598
900

△2,117
△2,117

27293

平成29年3月期を
振り返ってください。Q2
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トップインタビュー
今年2月には、人員配置の適正化を図るために希望退職者
の募集を実施し、組織体制を抜本的に見直す構造改革を
断行いたしました。
　希望退職者募集に伴い発生した特別退職金等を特別損
失に計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は
27百万円（前期は2,117百万円の親会社株主に帰属する
当期純損失）となりました。

　パチンコホールの経営環境は厳しい状況が継続し、設
備投資への慎重な姿勢が続くものと考えており、売上高
の減少、売上総利益の減少は避けることができないと想
定しております。一方で、平成29年3月期に断行した構造

改革の結果、人件費を中心に販管費が削減されることか
ら、利益の面では平成29年3月期を上回り、売上高
16,600百万円（18.7%減）、営業利益2,200百万円
（14.6%増）、経常利益2,200百万円（13.1％増）、親会
社株主に帰属する当期純利益1,400百万円（5,185.1%
増）を予想しております。

　当社は、株主の皆様への適正な利益還元を最も重要な
経営課題の一つと考え、財務面での健全性を維持し、安定
した配当を行っていくことを株主還元の基本方針としており
ます。平成30年3月期につきましては、当期純利益が大幅
に改善する見込みですが、今後、当社グループが成長して
いくためには、研究開発投資が不可欠であることから、5
円の増配に止め、中間配当15円・期末配当20円の合計
35円(配当性向35.7%)とさせていただく予定です。株主の
皆様には、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

　遊技業界の厳しい状況を受けグループの業績が低迷す
るなか、私が昨年2月に主要な事業子会社である日本ゲー
ムカードの社長を兼務するようになって以降、社内において
「入るを量りて出ずるを制す」ということの重要性を訴え、
構造改革を断行してまいりました。経営基盤の再構築につ
きましては一定の成果を上げることができたと考えており、

平成30年3月期の業績見通しを
聞かせてください。Q4

株主還元について
説明してください。Q5

最後に株主の皆様に
メッセージをお願いします。Q6
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また自らの年齢もあり、私は、第6期定時株主総会の終結
をもって退任いたします。株主の皆様をはじめステークホ
ルダーの皆様には、格別のご支援、ご愛顧を賜りましたこ
とに、あらためて厚く御礼申し上げます。
　今後、グループの活力を蘇らせ、成長していくために
は、パチンコホールのローコスト・オペレーションに対応し
た商品･サービスの開発が不可欠となります。さらに、中
長期的に成長していくためには、新たな事業領域を構築し
ていくことが必要となります。
　これらの課題については、後任の蒔田社長のもと、グ
ループ全体の技術力を結集させるとともに、遊技機メー
カーや提携企業との連携を積極的に行うなど経営資源を
有効かつ効率的に活用していくことで実現させてまいり
ます。
　株主の皆様におかれましては、当社グループの取り組
みをご理解いただき、一層のご支援を賜りますようお願い
申し上げます。

新社長就任ご挨拶

　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこ
ととお慶び申し上げます。
　また、平素より格別のご支援ご高配を賜り、厚く御
礼申し上げます。
　このたび、株式会社ゲームカード・ジョイコホール
ディングスの代表取締役社長に就任いたしました蒔田
穂高でございます。
　石橋保彦（前会長兼社長）の後を受け社長の重責を
担うこととなり身が引き締まる思いではありますが、
市場環境が激化するなか、多くの課題に全役職員一丸
となって取り組み、当社グループのさらなる成長と発
展を実現させていく所存でございます。
　甚だ微力ではございますが、皆様からの御期待に沿
えるよう全力を尽くしてまいりますので、引き続きご
指導ご高配を賜りますようお願い申し上げます。

【プロフィール】
氏　　名�� 蒔田�穂高（まきた�ほたか）
生年月日�� 昭和37年11月14日
略　　歴� 平成10年11月�㈱SANKYO入社
� 平成22年�４月�㈱SANKYO経営企画部長
� 平成27年�４月�㈱SANKYO執行役員経営企画部長
� 平成27年�６月�当社監査役
� 平成29年�６月�当社代表取締役社長

平成30年3月期計画

売上高 16,600百万円

営業利益 2,200百万円

経常利益 2,200百万円

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,400百万円

1株当たり配当金 35円
（第2四半期末15円、期末20円）

代表取締役社長　蒔田　穂高
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会社概要（平成29年3月31日現在）

会社の情報 グループ会社の概要

役員 （平成29年6月22日現在）

会 社 名 株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス
（Gamecard-Joyco�Holdings,�Inc.）

所 在 地 〒110-0005
東京都台東区上野2丁目14番22号
さくらパークビル�

電 　 　 話 03-6803-0301（代表）
事 業 内 容 プリペイドカードの発行及び販売、遊技機用プリ

ペイドシステム機器の企画・開発・販売・貸与及
び保守等を行う子会社等の経営管理及びそれに付
帯・関連する事業

資 本 金 55億円
従 業 員 数 12名

会 社 名 日本ゲームカード株式会社
所 在 地 〒110-0005

東京都台東区上野1丁目1番10号
オリックス上野1丁目ビル

電 　 　 話 03-5812-7570（代表）
設 　 　 立 平成元年8月25日
資 本 金 55億円
従 業 員 数 229名

会 社 名 株式会社ジョイコシステムズ
所 在 地 〒110-0005

東京都台東区上野2丁目14番22号
さくらパークビル

電 　 　 話 03-5817-1555（代表）
設 　 　 立 平成13年3月13日
資 本 金 28億5,000万円
従 業 員 数 38名

代表取締役社長 蒔　田　穂　高
取締役 柳　　　漢　呉
取締役（社外） 市　原　高　明
取締役（社外） 筒　井　公　久
取締役（社外） 井　上　孝　司
取締役（社外） 鈴　木　　　聡
常勤監査役 加　藤　大三郎
監査役（社外） 相　浦　義　則
監査役（社外） 天　野　裕　司
執行役員 加　藤　節　郎
執行役員 澤　井　健　作

IRカレンダー
中間配当支払

第２四半期決算発表

決算発表
決算説明会

第１四半期決算発表

定時株主総会
期末配当支払
株主優待送付 第３四半期決算発表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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株式分布状況

当社WEBサイトのご案内
グループ会社WEBサイトのご紹介https://www.gamecard-joyco.co.jp/

株式の情報

投資家情報ページでは、決算情報のほか、各種プレスリリース
や個人投資家向けIR情報等、様々なIR情報を掲載しております。

日本ゲームカードWEBサイト
https://www.gamecard.co.jp/

ジョイコシステムズWEBサイト
http://www.joyco777.jp/

発行可能株式総数…………………………………… 50,000,000株
発行済株式の総数…………………………………… 14,263,000株
株主数……………………………………………………… 11,581名
大株主

株　主　名 持株数 持株比率
株 %

株式会社SANKYO 2,131,900 14.9
株式会社データ・アート 632,000 4.4
株式会社平和 612,000 4.3
京楽産業．株式会社 611,900 4.3
サミー株式会社 611,900 4.3
株式会社大一商会 611,900 4.3
株式会社ニューギン 611,900 4.3
株式会社藤商事 611,900 4.3
サクサ株式会社 510,000 3.6
株式会社サンセイアールアンドディ 463,000 3.2
株式会社三洋物産 463,000 3.2
株式会社大都技研 463,000 3.2
株式会社高尾 463,000 3.2
株式会社竹屋 463,000 3.2
豊丸産業株式会社 463,000 3.2

（株主総数　11,581名）

（発行済株式の総数　14,263,000株）

■外国人
　64名（0.6%）

■金融機関
　2名（0.0％）
■自己名義
　1名（0.0％）

■証券会社
　15名（0.1%）

■個人その他
　11,393名（98.4%）
■その他国内法人
　106名（0.9%）

■外国人
　983,903株（6.9%）
■証券会社
　19,226株（0.1%）

■個人その他
　2,040,346株（14.3%）

■その他国内法人
　11,214,204株（78.6%）

■金融機関
　5,200株（0.0％）
■自己名義
　121株（0.0％）

株主数
構成比

株式数
構成比

株式の状況（平成29年3月31日現在）
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株主メモ

お知らせ

■住所変更のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別
口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

■未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日
　定時株主総会の
　議決権 毎年3月31日

　期末配当 毎年3月31日
ただし中間配当を行うときは9月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
郵便番号　168-0063
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び
全国各支店で行っております。

公告掲載方法 電子公告の方法により行います。
公告掲載URL
https://www.gamecard-joyco.co.jp/
なお、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告によることができない場合は、日本経済新聞
に掲載して行うものとします。

単元株式数 100株
証券コード 6249
上場証券取引所 東京証券取引所

JASDAQ（スタンダード）

株主優待制度のご案内
当社では株主の皆様の日頃のご支援に感謝し、毎年3月31日現在
の株主名簿に記載された当社株式を100株（1単元）以上保有する
株主様を対象に、保有株式数及び保有期間に応じた優待品を贈呈
する株主優待制度を実施しております。
優待内容　　　�保有株式数及び保有期間に応じお好きな商品を1点

お選びいただくオリジナルカタログギフト（お申込
み専用はがき同封）を贈呈

贈呈時期　　　毎年6月下旬頃
お申込み期限　毎年8月31日

保有株式数/
保有期間

100株以上
500株未満

500株以上

2,000円
相当

1年未満 1年以上
3年未満 3年以上

2,500円
相当

3,000円
相当

3,000円
相当

4,000円
相当

5,000円
相当

※オリジナルカタログギフトに掲載される商品は毎年変わります。 
※保有株式数は、毎年3月末の権利確定時に株主名簿に記載されている情報により確定いたします。 
※保有期間は、平成24年3月末現在の株主名簿を計算の起算日とし、以降毎年1回、3月末現在

の株主名簿の記載（株主番号）により期間を確定いたします。保有する当社株式の全てを一旦
売却する等、株主名簿に記載されている「株主番号」が同一でなくなるといった記載の連続
性が途切れる場合は、保有期間が変わりますのでご注意ください。(日本ゲームカード(株)上場
期間中の株式保有期間は含みません。) 

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス
https://www.gamecard-joyco.co.jp/ 第            期

平成28年4月 1 日から
平成29年3月31日まで
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